
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民満足度調査報告書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年 2 月 

鳥 栖 市 
  



 

 

目 次 
 

第１章 調査の概要........................................................... 1 

１．調査の概要.................................................................. 1 

（１）調査の目的.................................................................  1 

（２）調査の設計.................................................................  1 

（３）回収の結果.................................................................  1 

（４）報告書の見方...............................................................  1 

第２章 調査結果要旨.........................................................  2 

第 3 章 調査の結果...........................................................  6 

１．はじめに、あなたご自身のことを教えてください。.......................  6 

２．鳥栖市のことについて、お聞きします。...................................  8 

第４章 調査票................................................................  47 



- 1 - 

 

第１章 調査の概要 

１．調査の概要 

（１）調査の目的 

鳥栖市に在住する市民の意識を調査することで、「第７次鳥栖市総合計画（令和 3 年度～令和 12

年度）」で掲げる６つの基本目標に基づき、「住みたいまち、活躍できるまち、選ばれるまち鳥栖－

“鳥栖スタイルの深化”－」の実現に向けた取組の進捗状況を把握するため。 

 

（２）調査の設計 

● 調査地域 鳥栖市 

● 調査対象 令和５年９月１日現在で鳥栖市にお住まいの 18 歳以上の方。 

● 調査方法 郵送による配付、郵送又は WEB 回答による回収 

● 調査期間 令和５年 10 月２日～令和５年 11 月 30 日 

● 抽出方法 無作為抽出 

 

（３）回収の結果 

発送者数 有効回収数 有効回収率 

2,000 人 909 人 45.5％ 

 

（４）報告書の見方 

● 回答は、各質問の回答者数（n）を基数とした百分率（％）で示しています。小数点第２位を

四捨五入しているため、比率の合計が 100.0％にならない場合があります。 

● 複数回答を求めた質問では、回答比率の合計が 100.0％を超えます。 

● 回答があっても、小数点第２位を四捨五入して 0.1％に満たない場合は、表・グラフには「0.0」

と表記しています。 
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第２章 調査結果要旨 

第７次鳥栖市総合計画で掲げる６つの基本目標ごとに、調査結果の主なものをまとめました。 

 

 

◎基本目標 1.「自然との共生を図り、未来へつなぐまち」に関する調査 （質問 1.2.3.31）  

リサイクルには市民の 9 割以上が取り組んでいる。一方 CO₂排出削減については 6 割が   

「意識しているがなかなかできない」「何をすればいいかわからない」と回答。 

●資源物回収やリサイクルプラザへの資源物持ち込みなど、リサイクルへの取り組みについて尋

ねたところ、全体の 90％以上の市民が「毎回している」「たまにしている」「別の方法でリサイ

クルしている」と回答しました。一方、CO₂排出削減について意識しているか尋ねたところ、「意

識しているがなかなかできない」「何をすればいいかわからない」との回答が全体の 58.3％を占

めました。 

●また、リサイクルについて「毎回している」と回答した市民のうち、CO₂排出削減に「意識して

取り組んでいる」と回答したのは 70 歳代以上では 60.8％であるのに対し、30 歳代以下は 35％

にとどまり、34％は「意識しているがなかなかできない」、21％は「何をすればいいかわからな

い」と回答しています。 

●このことから、CO₂排出削減については、年代により意識の差があることがわかります。年代に

よる意識の差を考慮し、リサイクル活動以外にも CO₂排出削減に繋がる活動をわかりやすく広

報する必要があることがわかります。 

 

 

◎基本目標 2.「快適な生活を支えるまち」に関する調査（質問 5.6.7.8.9.10.11.12.32）  

渋滞しているイメージがあるのは生活道路より主要な道路（国道３号、３４号、県道久留米基山

筑紫野線、県道佐賀川久保鳥栖線など）。生活道路は、弥生が丘・旭地区で特に渋滞しているイメ

ージがあり、歩行者や自転車の安全性に課題がある。 

●主要な道路に渋滞するイメージがあると回答した市民の割合は 87.9％となっています。生活道

路に渋滞するイメージがあると回答した市民の割合は 67.1％となっており、市内の道路の渋滞

は主要な道路でより起こっていると考えている市民が多いことが分かります。 

●生活道路については、特に弥生が丘地区、旭地区で渋滞していると回答した市民の割合が高くな

っています。弥生が丘地区、旭地区は歩行者や自転車にとって安全で快適だと思うと回答した市

民の割合も低くなっており、生活道路の交通量が多いことが原因の一つになっている可能性が

あります。 
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鳥栖駅周辺は「発展しているがまだ余地がある」、「あまり発展していないので不満」と答えた市

民が 84.7％を占め、鳥栖駅周辺に期待する将来像としては「日常生活に便利な商業施設が充実し

た地区」との回答が多い。 

●鳥栖駅周辺の将来像についてたずねたところ、日常生活に便利な商業施設が充実した地区が

38.9％、バス等の公共交通機関や駐車場、駐輪場など交通の利便性の高い地区が 21.2％と多く挙

げられていました。若い世代は商業施設の充実、年齢が上がるにつれ交通の利便性が重視されて

います。商業施設以外に充実させたい施設は、教育・文化施設が 38.9％と最も多く、30 歳代は

子育て施設が 44.6％を占め、年齢が上がるにつれ介護施設を重視しています。 

●鳥栖駅周辺の活性化について「発展しているがまだ余地がある」、「あまり発展していないので不

満」と答えた市民は全体の 84.7％を占め、将来像については、商業施設が充実した地区と答えて

いる割合が 40.8％と最も多い結果となりました。 

 

 

 

◎基本目標３.「安全で安心して暮らせるまち」に関する調査 （質問 4.13.14.33）  

防災について、73.9％の市民は防災への意識を持っており、関心は非常に高い。一方で「準備で

きている」と回答した市民は 11.1％に留まる。 

●災害情報の収集方法や避難場所の確認等、防災について「少し考えている」、「意識しているが難

しい」と回答した市民は 73.9％にのぼり、市民の関心が非常に高いことがわかります。一方で

「準備できている」と回答した市民は 11.1％に留まっています。 

●災害はいつか起きるものとの意識で、非常時の持ち出し品や備蓄品を準備すること、また、家の

中の安全対策を行うなど、市民の高い防災意識を準備に繋げるため、啓発等の取り組みが求めら

れます。 
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◎基本目標 4.「誰もがいきいきと暮らせるまち」に関する調査 

（質問 16.17.18.20.23.24.25.34）  

高齢者の町内会活動、ボランティア活動、まちづくり推進センターの活動など、地域活動への参

加意識は高く、健康づくりや生涯学習の分野からも、高齢者が地域で活発に活動していることが

読み取れる。一方で、地域活動に参加したことがない若い世代に対し、参加を促す工夫が求めら

れている。 

●町内会活動やボランティア活動について、「できるだけ参加している」と回答した市民は 26.5％

であり、回答割合が最も多いのは 70 歳代以上でした。まちづくり推進協議会の活動に対しても

「できるだけ参加している」の回答割合が最も多いのは 70 歳代以上であることから、高齢者の

地域活動への参加意識が高いことがわかります。 

●高齢者の健康づくりについて、取り組んでいるイメージがある 70 歳代以上の割合は 70.3％と高

く、町の教室や公民館で取り組んでいるイメージが 59.4％と最も高くなっています。生涯学習

について、公民館やまちづくり推進センター等で行われている講座や教室へ「よく参加している」

との回答が最も多いのも 70 歳代以上であり、高齢者が町の教室や公民館などで活発に活動して

いることがわかります。 

   ●一方、30 歳代以下は町内会活動やボランティア活動について、「できるだけ参加している」の割

合は 18.1％と低いものの、「参加したくない」の割合も 9.3％と低く、49.3％が「参加したこと

がない」と回答しており、まちづくり推進協議会の活動に対しても同じ傾向がみられます。こ

のことから、若い世代は地域活動へ参加したくないわけではなく、機会がないと考えているこ

とがわかります。活動内容の周知や、参加しやすい内容にするなど、参加を促す工夫が求めら

れます。 

 

 

◎基本目標 5.「子どもが心豊かに育つまち」に関する調査（質問 15.21.22）  

充実させたい子育て支援は、育児不安の軽減。子どもの病気や育児の悩み、仕事と育児の両立な

ど、保護者だけでは対応が難しい問題に対し、誰かに頼ることができるサポート体制が求められ

ている。 

●どのような子育て支援を充実させるべきか尋ねたところ、「育児不安の軽減」に関する回答が最

も多く、育児の悩み相談の充実、子育て支援施設の充実、病児保育施設の整備、障害児支援の充

実、子どもの医療費助成の拡充に関連する意見が多く寄せられました。 

●「育児不安の軽減」以外には、「子どもを預けて働ける環境の整備」、「子どもの遊び場・公園の整

備」が続き、20 歳代は「子育て世帯への経済的支援」、30 歳代は「子どもの遊び場・公園の整備」、

40 歳代、50 歳代では「子どもを預けて働ける環境の整備」に関する回答が多く、年代により充

実させるべきだと思う内容は変化しています。 
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◎基本目標６.「活力と賑わいにあふれるまち」に関する調査（質問 26・35・36・37）  

スポーツに親しんでいる市民の割合は 38.4％と高く、充実させたい体育施設は、個人で気軽に利

用できる施設、気候や時間に関らず利用できる屋内体育施設、多目的に利用できる屋外体育施設

のニーズが高い。 

●スポーツを観戦する、または自身でプレーする機会があると回答した市民の割合は、38.4％と高

くなっています。 

●充実させたい体育施設については、スポーツジムやウォーキングコースなど、個人で気軽に利用

できる体育施設のニーズが高いことがわかります。屋内体育施設やプールについては、夜間の利

用や、料金が安価であること、雨天や猛暑など天候に影響されずに利用できることに関する意見

が多く寄せられました。チームスポーツに関する回答には、野球、サッカー、バスケットボール

等多目的に使用できる施設に関する意見が多く寄せられました。 

●自由記述の意見から、体育施設には、個人で気軽に利用できること、気候や時間に関らず利用で

きること、多目的に利用できることが求められていることがわかります。 

 

 

◎「基本目標を推進するに当たっての考え方」に関する調査（質問 19.27.28.29.30）  

パソコンやスマートフォンから行政サービスの情報を得ることが浸透しつつある一方で、オンラ

イン申請には年齢ごとに温度差が大きい。 

●パソコンやスマートフォンから必要な行政サービスの情報を得ることができると回答した市民

の割合は年齢階層が高くなるに従って低くなる傾向にあるものの、60 歳代でも約半数（48.4％）

が肯定的な回答をしており、パソコンやスマートフォンから行政サービスの情報を得ることが

一般化しつつあることが分かります。 

●一方で、オンライン申請などのデジタル化された行政サービスについては、利用を希望する市民

の割合は年齢階層が高くなるに従って低くなる傾向にあります。このことから、パソコンやスマ

ートフォンから行政サービスの情報を得ることに比べてオンライン申請などのデジタル化され

た行政サービスについてはハードルが高いことが分かります。今後、市民サービス向上を図るた

め、高齢者層を中心に啓発などの取り組みが求められます。 
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第 3 章 調査の結果 

１．はじめに、あなたご自身のことを教えてください。 

 

１．あなたの「年齢」を教えてください。 

 
 

２．あなたが「現在お住いの地区」を教えてください。 

  

２０歳未満

1.8% ２０歳～２９歳

8.6%

３０歳～３９歳

13.3%

４０歳～４９歳

21.2%

５０歳～５９歳

17.2%

６０歳～６９歳

13.4%

７０歳以上

24.1%

無回答

0.4%

n=909

鳥栖地区

18.7%

鳥栖北地区

17.2%

田代地区

7.5%
弥生が丘地区

8.7%

若葉地区

10.1%

基里地区

8.6%

麓地区

15.0%

旭地区

14.2%

無回答

0.1%

n=909
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３．あなたの「鳥栖市での居住年数」を教えてください。 

 
●あなたの「鳥栖市での居住年数」を教えてくださいとたずねたところ、「21 年以上」と回答した人の

割合が最も高く 58.0％となっていました。次いで、「11 年～20 年」（19.7％）、「１年～５年」（11.0％）

が続いています。 

●弥生が丘地区は「11 年～20 年」と回答した割合が半数を超えています。 
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２．鳥栖市のことについて、お聞きします。 

 

質問 1 環境に関して、お聞きします。鳥栖市では、環境保全活動に取り組んでいます。町

区で行われている資源物回収や、リサイクルプラザへ資源物の持ち込み等でリサ

イクルをしたことがありますか？ 

 
●環境に関して、お聞きします。鳥栖市では、環境保全活動に取り組んでいます。町区で行われている

資源物回収や、リサイクルプラザへ資源物の持ち込み等でリサイクルをしたことがありますかとたず

ねたところ、「毎回している」と回答した人の割合が最も高く 52.0％となっていました。次いで、「た

まにしている」（36.4％）、「一度もない」（6.3％）が続いています。 

●「毎回している」の回答は概ね年齢階層が高くなるに従って増加する傾向にあり、60 歳代は 68.9％に

もなります。若年者が比較的低い理由としては、同居家族にリサイクルを任せている可能性もありま

す。  
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質問 2 環境に関して、お聞きします。鳥栖市では、ごみ減量化やリサイクルの推進に取

り組んでいます。普段の生活で CO₂（二酸化酸素）排出削減について意識してい

ますか？ 

 
●環境に関して、お聞きします。鳥栖市では、ごみ減量化やリサイクルの推進に取り組んでいます。普

段の生活で CO₂（二酸化酸素）排出削減について意識していますかとたずねたところ、「意識してい

るがなかなかできない」と回答した人の割合が最も高く 42.7％となっていました。次いで、「意識し

て取り組んでいる」（35.4％）、「何をすればいいかわからない」（15.6％）が続いています。 

●CO₂（二酸化酸素）排出削減について意識は、50 歳代以降に強まっていることが分かります。特に 70

歳以上は 47.9％と、すべての年齢階層で最も高くなっています。 

●居住地区別に見ると、若葉地区が「意識して取り組んでいる」と回答した人の割合が比較的低くなっ

ています。その原因として、「何をすればいいかわからない」と回答した人が他の地区に比べて高くな

っていることが見て取れます。  
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質問 3 土地利用計画に関して、お聞きします。鳥栖市では、自然環境と調和した計画的

な土地利用に取り組んでいます。お住いの地区には空き家が多いと思いますか？ 

 
●土地利用計画に関して、お聞きします。鳥栖市では、自然環境と調和した計画的な土地利用に取り組

んでいます。お住いの地区には空き家が多いと思いますかとたずねたところ、「わからない」と回答し

た人の割合が最も高く 40.3％となっていました。次いで、「少ない」（29.3％）、「以前に比べ増えた」

（17.9％）が続いています。 

●年齢階層が高くなるに従って「わからない」と回答する人の割合が減少しており、空き家に関する問

題意識が年齢の高まりに従って増大する様が見て取れます。 

●居住地区別にみると大きな地域性がみられます。「多い」または「以前に比べ増えた」との回答割合が

最も高いのは基里地区であり、43.6％となっています。一方、弥生が丘地区は新興住宅地であること

もあり、「少ない」との回答が約７割（69.6％）となっています。 
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質問 4 土地利用計画に関して、お聞きします。鳥栖市では、自然環境と調和した計画的

な土地利用に取り組んでいます。お住いの地区には未利用地が多いと思います

か？ 

 
●土地利用計画に関して、お聞きします。鳥栖市では、自然環境と調和した計画的な土地利用に取り組

んでいます。お住いの地区には未利用地が多いと思いますかとたずねたところ、「わからない」と回答

した人の割合が最も高く 38.7％となっていました。次いで、「少ない」（30.7％）、「以前より少ない」

（14.0％）が続いています。 

●未利用地が「多い」と回答した人が少ない地区は若葉地区と弥生が丘地区となりますが、特に弥生が

丘地区は未利用地が「少ない」と回答した人の割合が約６割（59.5％）となっており、他地区と比べ

て土地利用が進んでいると考えられていることが分かります。 
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質問 5 まちづくりに関して、お聞きします。鳥栖市では、まちづくりの拠点整備に取り

組んでいます。鳥栖駅周辺の活性化について、どのようにお考えですか？ 

 
●まちづくりに関して、お聞きします。鳥栖市では、まちづくりの拠点整備に取り組んでいます。鳥栖

駅周辺の活性化について、どのようにお考えですかとたずねたところ、「あまり発展していないので

不満」と回答した人の割合が最も高く 46.2％となっていました。次いで、「発展しているが、まだ余

地がある」（38.5％）、「発展しているため現状で満足」（6.8％）が続いています。 
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質問 6 まちづくりに関して、お聞きします。鳥栖駅周辺の将来像として、どのようなこ

とを期待しますか。 

 
●まちづくりに関して、お聞きします。鳥栖駅周辺の将来像として、どのようなことを期待しますかと

たずねたところ、「日常生活に便利な店舗や施設が充実する地区」と回答した人の割合が最も高く

38.9％となっていました。次いで、「バス等の公共交通機関や駐車場、駐輪場が充実した交通利便性の

高い地区」（21.2％）、「市内外問わず観光やイベント等で人が集まり賑わいや活気のある地区」（16.3％）

が続いています。 

●比較的若い人は店舗や施設、年齢が上がるにつれ交通の利便性を重視していることが分かります。  

38.9

62.5

42.3

48.8

49.7

41.0

33.6

21.9

43.5

40.4

32.4

39.2

30.4

37.2

34.6

45.7

16.3

12.5

10.3

14.0

18.7

18.6

10.7

19.6

18.2

16.0

14.7

17.7

13.0

11.5

21.3

14.0

21.2

6.3

19.2

13.2

15.0

21.2

26.2

30.6

19.4

21.8

19.1

25.3

33.7

19.2

22.8

12.4

14.6

6.3

19.2

18.2

9.8

12.2

17.2

16.4

14.7

12.2

17.6

12.7

14.1

19.2

11.8

17.8

1.9

6.3

0.0

3.3

2.6

1.3

0.8

1.4

0.6

3.2

2.9

3.8

2.2

0.0

2.2

0.8

7.0

6.3

9.0

2.5

4.1

5.8

11.5

10.0

3.5

6.4

13.2

1.3

6.5

12.8

7.4

9.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=909)

20歳未満(n=16)

20歳代(n=78)

30歳代(n=121)

40歳代(n=193)

50歳代(n=156)

60歳代(n=122)

70歳以上(n=219)

鳥栖地区(n=170)

鳥栖北地区(n=156)

田代地区(n=68)

弥生が丘地区(n=79)

若葉地区(n=92)

基里地区(n=78)

麓地区(n=136)

旭地区(n=129)

年
齢

居
住
地
区

日常生活に便利な店舗や施設が充実する地区

市内外問わず観光やイベント等で人が集まり賑わいや活気のある地区

バス等の公共交通機関や駐車場、駐輪場が充実した交通利便性の高い地区

公園や緑地等憩いや安らぎのある地区

通勤に便利な高層マンションの立ち並ぶ地区

無回答
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質問 7 まちづくりに関して、お聞きします。鳥栖駅周辺に商業施設以外ではどのような

施設や機能を充実させたいですか。 

 
●まちづくりに関して、お聞きします。鳥栖駅周辺に商業施設以外ではどのような施設や機能を充実さ

せたいですかとたずねたところ、「教育・文化施設（図書館、文化ホール、学校，歴史資料館等）」と

回答した人の割合が最も高く 38.9％となっていました。次いで、「子育て施設（子育て支援センター、

保育所等）」（19.6％）、「医療機関（病院）」（16.2％）が続いています。 

●比較的若い世代は子育て、教育・文化施設、年齢が上がるにつれ介護施設を重視しています。３０歳

代は子育てが最も多く 44.6％を占めます。 
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[質問５、質問６クロス] 

 
●質問５で、鳥栖駅周辺の活性化について、「発展しているが、まだ余地がある」、「あまり発展していな

いので不満」と答えた市民は全体の 84.7％であり、鳥栖駅周辺の将来像としてどのようなことを期待

するのかを見てみると、「日常生活に便利な店舗や施設が充実する地区」と答えている割合が 40.8％

と最も高い結果となりました。 

●質問５で、鳥栖駅周辺の活性化について「発展しているため現状で満足」、「発展しなくてよい」と答

えた市民は全体の 9.8％であり、将来像については、「公園や緑地等憩いや安らぎの地区」と答えてい

る割合が 33.3％と最も高い結果となりました。 
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[質問５、質問７クロス] 

 
●質問５で、鳥栖駅周辺の活性化について、「発展しているが、まだ余地がある」、「あまり発展していな

いので不満」と回答した人が、鳥栖駅周辺に商業施設以外でのような施設や機能充実させたいかを見

てみると、「教育・文化施設（図書館、文化ホール、学校，歴史資料館等）」と回答した人の割合が最

も多くなっています。 

  



- 17 - 

質問 8 まちづくりに関して、お聞きします。新鳥栖駅周辺の活性化について、どのよう

にお考えですか？ 

 
●まちづくりに関して、お聞きします。新鳥栖駅周辺の活性化について、どのようにお考えですかとた

ずねたところ、「あまり発展していないので不満」と回答した人の割合が最も高く 57.0％となってい

ました。次いで、「発展しているが、まだ余地がある」（25.0％）、「新鳥栖駅周辺に関心がない」（10.7％）

が続いています。 
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質問 9 まちづくりに関して、お聞きします。新鳥栖駅周辺の将来像として、どのような

ことを期待しますか。 

 
●まちづくりに関して、お聞きします。新鳥栖駅周辺の将来像として、どのようなことを期待しますか

とたずねたところ、「日常生活に便利な店舗や施設が充実する地区」と回答した人の割合が最も高く

31.4％となっていました。次いで、「市内外問わず観光やイベント等で人が集まり賑わいや活気のある

地区」（22.1％）、「バス等の公共交通機関や駐車場、駐輪場が充実した交通利便性の高い地区」（17.8％）

が続いています。  
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質問 10 主要な道路に関して、お聞きします。鳥栖市は、市内の「主要な道路」が快適に

通行できるよう取り組んでいます。鳥栖市の「主要な道路」には、渋滞するイメ

ージがありますか。 

 
●主要な道路に関して、お聞きします。鳥栖市は、市内の「主要な道路」が快適に通行できるよう取り

組んでいます。鳥栖市の「主要な道路」には、渋滞するイメージがありますかとたずねたところ、「そ

う思う」と回答した人の割合が最も高く 52.4％となっていました。次いで、「ややそう思う」（35.5％）、

「どちらでもない」（5.6％）が続いています。 

●渋滞するイメージが比較的低いのは鳥栖地区、鳥栖北地区となっています。一方、基里地区、旭地区、

田代地区、弥生が丘地区などは渋滞するイメージが比較的高くなっています。 
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質問 11 生活道路に関して、お聞きします。鳥栖市は、市内の「生活道路」（前頁の質問

の「主要な道路」以外の道路）が快適に通行できるよう取り組んでいます。鳥栖

市の「生活道路」には、渋滞するイメージがありますか。 

 
●生活道路に関して、お聞きします。鳥栖市は、市内の「生活道路」（前頁の質問の「主要な道路」以外

の道路）が快適に通行できるよう取り組んでいます。鳥栖市の「生活道路」には、渋滞するイメージ

がありますかとたずねたところ、「ややそう思う」と回答した人の割合が最も高く 36.5％となってい

ました。次いで、「そう思う」（30.6％）、「あまりそう思わない」（15.4％）が続いています。 

●主要な道路に比べると、渋滞するイメージがあると回答した人の割合が比較的低いことが分かります。

特に、若葉地区、鳥栖地区、鳥栖北地区は「そう思う」との回答が 30.0％を下回っています。 
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質問 12 生活道路に関して、お聞きします。鳥栖市は、安心して通行できる、歩行者にや

さしい「生活道路」の整備に取り組んでいます。鳥栖市の「生活道路」は、歩行

者や自転車にとって安全で快適だと思いますか？ 

 
●生活道路に関して、お聞きします。鳥栖市は、安心して通行できる、歩行者にやさしい「生活道路」

の整備に取り組んでいます。鳥栖市の「生活道路」は、歩行者や自転車にとって安全で快適だと思い

ますかとたずねたところ、「あまりそう思わない」と回答した人の割合が最も高く 39.8％となってい

ました。次いで、「そう思わない」（23.1％）、「ややそう思う」（17.9％）が続いています。 

●若葉地区と麓地区では「あまりそう思わない」、「そう思わない」と回答した人の割合が比較的低いこ

とが分かります。 
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質問 13 防犯に関して、お聞きします。鳥栖市では、安全で安心して暮らせるまちづくり

に取り組んでいます。お住いの地区の治安はよいと思いますか？ 

 
●防犯に関して、お聞きします。鳥栖市では、安全で安心して暮らせるまちづくりに取り組んでいます。

お住いの地区の治安はよいと思いますかとたずねたところ、「良い」と回答した人の割合が最も高く

38.1％となっていました。次いで、「わからない」（32.6％）、「以前に比べ悪くなった」（14.9％）が続

いています。  
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質問 14 健康づくりに関して、お聞きします。鳥栖市では、健康で生き生きと暮らせるま

ちづくりに取り組んでいます。市が市民向けに実施している健康診査、がん検診

の実施体制について、市民の皆様により多く受診いただくために、どんな日程・

時間帯の設定が良いと思いますか？ 

 
●健康づくりに関して、お聞きします。鳥栖市では、健康で生き生きと暮らせるまちづくりに取り組ん

でいます。市が市民向けに実施している健康診査、がん検診の実施体制について、市民の皆様により

多く受診いただくために、どんな日程・時間帯の設定が良いと思いますかとたずねたところ、「今のま

までよい」と回答した人の割合が最も高く 37.7％となっていました。次いで、「土日」（28.6％）、「回

数を増やせばよい」（20.8％）が続いています。 
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質問 15 子育てに関して、お聞きします。鳥栖市では、子育て支援の充実に取り組んでい

ます。どんな子育て支援を充実させるべきだと思いますか。 

 

 
●子育てに関して、お聞きします。鳥栖市では、子育て支援の充実に取り組んでいます。どんな子育て

支援を充実させるべきだと思いますかと自由回答方式でたずねたところ、「育児不安の軽減」に関す

る回答が最も多く 95 件となりました。次いで、「子どもを預けて働ける環境の整備」（63 件）、「子ど

もの遊び場・公園の整備」（57 件）が続いています。 

●年齢別にみると 20 歳代～60 歳代で「育児不安の軽減」に関する回答が多くなっています。「育児不安

の軽減」以外の回答では、20 歳代は「子育て世帯への経済的支援」、30 歳代は「子どもの遊び場・公

園の整備」、40 歳代、50 歳代では「子どもを預けて働ける環境の整備」に関する回答が多く、年代に

より充実させるべきだと思う内容は変化しています。 

●「育児不安の軽減」の内訳としては、育児の悩み相談の充実、子育て支援施設の充実、病児保育施設

の整備、障害児支援の充実、子どもの医療費助成の拡充に関連する意見が多く寄せられました。この

他にも、産前産後のサポートの充実、夜間救急医療や小児科などの医療体制の充実、通級教室の拡充

など、多様な意見がありました。子どもが病気の時や育児に悩みがある時などに、孤立せず誰かに頼

ることができるサポート体制を求める声が大きいことがわかります。 

 

  

全体 20歳代未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代以上

95 1 14 16 20 19 14 11

63 1 7 10 15 13 7 10

57 1 8 13 10 8 10 7

29 2 9 6 5 2 2 3

24 0 1 1 3 5 2 12

4 0 0 0 1 0 0 3

子育て世帯への経済的支援

（手当、給付金など）

大人による見守り

（通学路の交通安全など）

現状のままでよい

子どもを預けて働ける環境の整備

（保育所、学童保育の充実）

育児不安の軽減

（育児相談、病児保育、医療費助成、

　障害児支援など）

子どもの遊び場・公園の整備
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質問 16 高齢者福祉に関して、お聞きします。鳥栖市では、高齢者の自立と社会参加への

支援に取り組んでいます。お住いの地区で、高齢者が活発に健康づくりに取り組

んでいるイメージはありますか。 

 
●高齢者福祉に関して、お聞きします。鳥栖市では、高齢者の自立と社会参加への支援に取り組んでい

ます。お住いの地区で、高齢者が活発に健康づくりに取り組んでいるイメージはありますかとたずね

たところ、「町の教室や公民館などで取り組んでいるイメージがある」と回答した人の割合が最も高

く 48.0％となっていました。次いで、「取り組んでいるイメージはない」（35.6％）、「公園などで取り

組んでいるイメージがある」（9.8％）が続いています。  
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質問 17 障害者福祉への支援に関して、お聞きします。鳥栖市では、障害者の自立と社会

参加への支援に取り組んでいます。鳥栖での暮らしの中で、障害者に対する差別・

偏見や疎外感を感じることがありますか。 

 
●障害者福祉への支援に関して、お聞きします。鳥栖市では、障害者の自立と社会参加への支援に取り

組んでいます。鳥栖での暮らしの中で、障害者に対する差別・偏見や疎外感を感じることがあります

かとたずねたところ、「どちらでもない」と回答した人の割合が最も高く 35.6％となっていました。

次いで、「あまりそう思わない」（29.0％）、「そう思わない」（17.9％）が続いています。 
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質問 18 地域福祉に関して、お聞きします。鳥栖市では、地域福祉の充実に取り組んでい

ます。町内会活動やボランティア活動に参加していますか。 

 
●地域福祉に関して、お聞きします。鳥栖市では、地域福祉の充実に取り組んでいます。町内会活動や

ボランティア活動に参加していますかとたずねたところ、「参加したことがない」と回答した人の割

合が最も高く 34.4％となっていました。次いで、「参加すべきと思うができていない」（31.4％）、「で

きるだけ参加している」（26.5％）が続いています。 

●「できるだけ参加している」と回答した人の割合が高い地区は基里地区、麓地区、田代地区となって

おり、多少の地域差がみられます。  
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質問 19 市民協働に関して、お聞きします。鳥栖市では、市民協働のまちづくりに取り組

んでいます。お住いの地区のまちづくり推進協議会の活動に参加したことがあり

ますか。 

 
●市民協働に関して、お聞きします。鳥栖市では、市民協働のまちづくりに取り組んでいます。お住い

の地区のまちづくり推進協議会の活動に参加したことがありますかとたずねたところ、「参加したこ

とがない」と回答した人の割合が最も高く 57.2％となっていました。次いで、「参加すべきと思うが

できていない」（24.8％）、「できるだけ参加している」（12.0％）が続いています。 

●まちづくり推進活動の参加について、参加している又は参加すべきであると考えている層は、40 歳

代、50 歳代、70 歳代以上で４割を超えるのに対し、60 歳代と 30 歳代以下が低い結果となりました。

30 歳代以下へアプローチできるかが今後の課題となります。 
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質問 20 生涯学習に関して、お聞きします。鳥栖市では、生涯学習の機会の充実に取り組

んでいます。公民館やまちづくり推進センター等で行われている講座や教室に参

加したことがありますか。また、参加してみたいと思いますか。 

 
●生涯学習に関して、お聞きします。鳥栖市では、生涯学習の機会の充実に取り組んでいます。公民館

やまちづくり推進センター等で行われている講座や教室に参加したことがありますか。また、参加し

てみたいと思いますかとたずねたところ、「興味のある教室があれば参加してみたい」と回答した人

の割合が最も高く 41.5％となっていました。次いで、「教室があることを知らない」（19.4％）、「参加

したいと思わない」（18.5％）が続いています。  
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質問 21 教育に関して、お聞きします。鳥栖市は独自の教育として、教科「日本語」に取

り組んでいますが、教科「日本語」についてご存じですか。 

 
●教育に関して、お聞きします。鳥栖市は独自の教育として、教科「日本語」に取り組んでいますが、

教科「日本語」についてご存じですかとたずねたところ、「聞いた事がない」と回答した人の割合が最

も高く 60.0％となっていました。次いで、「知っている」（22.9％）、「名前だけ聞いたことがある」

（16.2％）が続いています。 

●教科「日本語」の認知度は 20 歳未満が約 7 割（68.8％）と他の年齢階層と比べて高くなっています。 
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質問 22 教育に関して、お聞きします。鳥栖市はインクルーシブ教育を進めていますが、

インクルーシブ教育についてご存じですか。 

 
●教育に関して、お聞きします。鳥栖市はインクルーシブ教育を進めていますが、インクルーシブ教育

についてご存じですかとたずねたところ、「聞いた事がない」と回答した人の割合が最も高く 75.5％

となっていました。次いで、「名前だけ聞いたことがある」（14.6％）、「知っている」（8.9％）が続い

ています。  
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質問 23 男女共同参画に関して、お聞きします。鳥栖市では、男女共同参画の社会づくり

に取り組んでいます。仕事や家庭での役割分担について、依然として男女の性別

差を感じますか。 

 
●男女共同参画に関して、お聞きします。鳥栖市では、男女共同参画の社会づくりに取り組んでいます。

仕事や家庭での役割分担について、依然として男女の性別差を感じますかとたずねたところ、「やや

感じる」と回答した人の割合が最も高く 27.4％となっていました。次いで、「どちらでもない」（22.8％）、

「感じる」（21.0％）が続いています。  
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質問 24 国際交流に関して、お聞きします。鳥栖市では、市内在住の外国人が増加してい

ます。多文化共生に向け、お互いの理解を進めるために、どのような機会があれ

ば参加したいですか。 

 
●国際交流に関して、お聞きします。鳥栖市では、市内在住の外国人が増加しています。多文化共生に

向け、お互いの理解を進めるために、どのような機会があれば参加したいですかとたずねたところ、

「参加したくない」と回答した人の割合が最も高く 29.5％となっていました。次いで、「双方の食文

化について学ぶ食事会」（26.4％）、「双方の音楽や踊り等に触れるイベント」（15.3％）が続いていま

す。 

●参加を希望しない市民が３割程度存在し、特に 20 歳代と 60 歳以上はその傾向が強かったものの、全

体としては双方の食文化について学ぶ食事会への参加意欲が高いことがみてとれます。  
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質問 25 人権に関して、お聞きします。鳥栖市では、人権が尊重される社会づくりに取り

組んでいます。鳥栖での暮らしの中で、あなたや家族の人権が守られていると思

いますか。 

 
●人権に関して、お聞きします。鳥栖市では、人権が尊重される社会づくりに取り組んでいます。鳥栖

での暮らしの中で、あなたや家族の人権が守られていると思いますかとたずねたところ、「おおむね

守られている」と回答した人の割合が最も高く 45.7％となっていました。次いで、「守られている」

（28.9％）、「わからない」（18.3％）が続いています。  
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質問 26 観光に関して、お聞きします。鳥栖市では、観光の振興に取り組んでいます。鳥

栖市の観光資源として連想するものはありますか。 

 
●観光に関して、お聞きします。鳥栖市では、観光の振興に取り組んでいます。鳥栖市の観光資源とし

て連想するものはありますかとたずねたところ、「スポーツ観戦」と回答した人の割合が最も高く

34.0％となっていました。次いで、「アウトレット等の商業施設や飲食店」（24.1％）、「観光資源は特

にない」（16.8％）が続いています。 

●観光資源について 70 歳代では「特にない」と回答している割合が最も多くなっていますが、60 歳代

以下では「スポーツ観戦」、「アウトレットなどの商業施設や飲食店」を観光資源として捉えている割

合が高いことがみてとれます。 
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質問 27 行政情報に関して、お聞きします。鳥栖市では、行政の情報発信の多様化に取り

組んでいます。あなたはパソコンやスマートフォンから、ご自身に必要な行政サ

ービスの情報を得ることができますか。 

 
●行政情報に関して、お聞きします。鳥栖市では、行政の情報発信の多様化に取り組んでいます。あな

たはパソコンやスマートフォンから、ご自身に必要な行政サービスの情報を得ることができますかと

たずねたところ、「ややそう思う」と回答した人の割合が最も高く 29.8％となっていました。次いで、

「どちらでもない」（21.9％）、「そう思う」（19.3％）が続いています。 

●「そう思う」または「ややそう思う」と回答した人の割合は年齢階層が高くなるに従って低くなる傾

向にありますが、60 歳代でも約半数（48.4％）が肯定的な回答をしており、パソコンやスマートフォ

ンから行政サービスの情報を得ることが一般化しつつあることが分かります。 
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質問 28 情報化に関して、お聞きします。鳥栖市では、情報化の推進に取り組んでいます。

オンライン申請などのデジタル化された行政サービスについてお尋ねします。 

 
●情報化に関して、お聞きします。鳥栖市では、情報化の推進に取り組んでいます。オンライン申請な

どのデジタル化された行政サービスについてお尋ねしますとたずねたところ、「便利なので使いたい」

と回答した人の割合が最も高く 37.8％となっていました。次いで、「使い方がわからない」（26.3％）、

「セキュリティが不安で使いたくない」（14.6％）が続いています。 

●「便利なので使いたい」と回答した人の割合は年齢階層が高くなるに従って低くなる傾向にあります。

パソコンやスマートフォンから行政サービスの情報を得ることに比べてオンライン申請などのデジ

タル化された行政サービスについてはハードルが高いことが分かります。  
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質問 29 行政運営に関して、お聞きします。鳥栖市では、行政運営の効率化、実効性の向

上に取り組んでいます。公共施設について、各地区にそれぞれ必要な施設はどれ

だと思いますか。 

 
●行政運営に関して、お聞きします。鳥栖市では、行政運営の効率化、実効性の向上に取り組んでいま

す。公共施設について、各地区にそれぞれ必要な施設はどれだと思いますかとたずねたところ、「公

園」と回答した人が最も多く、42.9％となっています。次いで、「福祉施設」（30.7％）、「体育施設」

（27.7％）、「行政施設」（15.8％）が続いています。 

 

  

42.9 

30.7 

27.7 

15.8 

4.7 

0% 20% 40% 60%

公園

福祉施設

体育施設

行政施設

無回答

n=909
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質問 30 広域行政に関して、お聞きします。鳥栖市では、周辺自治体との連携に取り組ん

でいます。公共施設について、近隣の市町間で利用してもよい（近隣にあればよ

い）施設はどれだと思いますか。 

 
●広域行政に関して、お聞きします。鳥栖市では、周辺自治体との連携に取り組んでいます。公共施設

について、近隣の市町間で利用してもよい（近隣にあればよい）施設はどれだと思いますかとたずね

たところ、「大規模な総合公園」と回答した人が最も多く、51.5％となっています。次いで、「図書館」

（28.9％）、「体育施設」（25.1％）、「サンメッセのような交流施設」（20.2％）が続いています。 

  

51.5 

28.9 

25.1 

20.2 

18.2 

15.1 

10.3 

3.9 

0% 20% 40% 60%

大規模な総合公園

図書館

体育施設

サンメッセのような交流施設

文化会館

福祉施設

行政施設

無回答

n=909
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質問 31 公園に関して、お聞きします。鳥栖市では、うるおいと安らぎのある緑の空間づ

くりに取り組んでいます。市民公園と中央公園に充実させたい施設はどれですか。 

 
●公園に関して、お聞きします。鳥栖市では、うるおいと安らぎのある緑の空間づくりに取り組んでい

ます。市民公園と中央公園に充実させたい施設はどれですかとたずねたところ、「カフェなどの飲食

店がある憩いエリア」と回答した人が最も多く、48.0％となっています。次いで、「健康遊具・ランニ

ングコースなどの健康エリア」（43.2％）、「芝の自由広場」（31.9％）、「子供向けの遊具エリア」（29.9％）

が続いています。 

 

[年齢別クロス] 

 
 

●年齢別にみると年齢が若くなるにしたがって「カフェなどの飲食店がある憩いエリア」と回答がおお

むね多くなっており、20 歳代が最も多く 59.0%となっています。 

●「子供向けの遊具エリア」と回答した人の割合は 30 歳代が多く、56.2%となっています。  

48.0 

43.2 

31.9 

29.9 

23.8 

2.3 

0% 20% 40% 60%

カフェなどの飲食店がある憩いエリア

健康遊具・ランニングコースなどの健康エリア

芝の自由広場

子供むけの遊具エリア

小規模な屋外運動ができるスポーツエリア

無回答

n=909

子供むけの

遊具エリア

芝の自由広

場

カフェなど

の飲食店が

ある憩いエ

リア

小規模な屋

外運動がで

きるスポー

ツエリア

健康遊具・

ランニング

コースなど

の健康エリ

ア

無回答

20歳未満(n=16) 25.0 37.5 56.3 6.3 25.0 0.0

20歳代(n=78) 34.6 41.0 59.0 21.8 35.9 0.0

30歳代(n=121) 56.2 50.4 51.2 29.8 41.3 0.0

40歳代(n=193) 35.8 27.5 52.8 26.4 50.8 1.6

50歳代(n=156) 23.7 26.9 51.3 23.7 47.4 0.0

60歳代(n=122) 23.8 34.4 45.1 27.9 42.6 4.9

70歳以上(n=219) 16.9 24.2 36.1 17.8 38.8 5.5

年齢



- 41 - 

質問 32 公共交通に関して、お聞きします。鳥栖市では、将来的な路線バスやミニバスの

あり方を検討しています。自動車に乗れなくなった場合を前提にお答えください。

その場合、路線バスやミニバスといった公共交通を利用すると思いますか。 

 
●「利用する」と回答した人の割合が最も高く 54.7％となっていました。次いで、「想像できない」

（14.9％）、「乗りたい日時方向に路線が無いため利用しない」（10.7％）が続いています。 

●公共交通のニーズの高さが伺える一方、地区別では、利用すると答えた人は田代地区、基里地区、旭

地区で少なく、基里地区は乗りたい日時方向に路線が無いためとの理由が多い結果となりました。 
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質問 33 災害に関して、お聞きします。鳥栖市では、災害に強いまちづくりに取り組んで

います。あなたは、災害情報の収集方法や避難場所の確認等、防災について考え

たことがありますか。 

 
●災害に関して、お聞きします。鳥栖市では、災害に強いまちづくりに取り組んでいます。あなたは、

災害情報の収集方法や避難場所の確認等、防災について考えたことがありますかとたずねたところ、

「少し考えたことがある」と回答した人の割合が最も高く 51.5％となっていました。次いで、「意識

しているが難しい」（22.4％）、「あまり考えたことがない」（13.9％）が続いています。 

●「第 4 期鳥栖市地域福祉計画・地域福祉活動計画」策定にあたって実施したアンケート調査によれば、

災害時の避難場所について、「知っている」と回答した人は全体の 80.5％でした。今回の調査で「準

備できている」と回答しなかった市民の中にも、地域の避難場所を知っている人がいると考えられま

す。近年、全国各地で発生する大規模災害を目の当たりにして、市民の意識にある「準備できている」

と感じるハードルが高くなっている可能性もあります。 
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質問 34 医療体制に関して、お聞きします。鳥栖市では、医療費の適正化に取り組んでい

ます。『かかりつけ医』を持っていますか？ 

 
●医療体制に関して、お聞きします。鳥栖市では、医療費の適正化に取り組んでいます。『かかりつけ医』

を持っていますかとたずねたところ、「持っている」と回答した人の割合が最も高く 67.8％となって

いました。次いで、「持っていない」（25.9％）、「わからない」（5.6％）が続いています。 

●かかりつけ医は年齢階層が高くなるに従って「持っている」と回答した人の割合が高くなる傾向にあ

ります。 
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質問 35 文化芸術に関して、お聞きします。鳥栖市では、文化芸術に親しめる環境づくり

に取り組んでいます。文化芸術を観覧する、または自身で活動する機会がありま

すか。 

 
●文化芸術に関して、お聞きします。鳥栖市では、文化芸術に親しめる環境づくりに取り組んでいます。

文化芸術を観覧する、または自身で活動する機会がありますかとたずねたところ、「ある」、「たまにあ

る」と回答した人の割合は全体で 29.7％となっています。 

●文化芸術を観覧する、または自身で活動する機会が「ある」、「たまにある」と回答した人の割合は、

50 歳代で最も高い 34.6％となり、60 歳代以上の年代も 30.0％を超えています。 
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質問 36 スポーツに関して、お聞きします。鳥栖市では、スポーツに親しめる環境づくり

に取り組んでいます。スポーツを観戦する、または自身でプレーする機会があり

ますか。 

 
●スポーツに関して、お聞きします。鳥栖市では、スポーツに親しめる環境づくりに取り組んでいます。

スポーツを観戦する、または自身でプレーする機会が「ある」、「たまにある」と回答した人の割合は、

全体で 38.4％と高く、特に 20 歳未満、20 歳代、40 歳代、50 歳代で 40.0％を超えています。 

●スポーツを観戦する、または自身でプレーする機会が「ある」「たまにある」と回答した人の割合は、

弥生が丘地区、若葉地区、基里地区が 40.0％を超えています。一方、田代地区では 28.0％と比較的低

くなっています。  
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質問 37 スポーツに関して、お聞きします。鳥栖市では、スポーツに親しめる環境づくり

に取り組んでいます。鳥栖市において、充実させたい体育施設はありますか。 

-

 
●スポーツに関して、お聞きします。鳥栖市では、スポーツに親しめる環境づくりに取り組んでいます。

鳥栖市において、充実させたい体育施設はありますかと自由回答方式でたずねたところ、ジムや体育

館などの「屋内体育施設」に関する回答が最も多く 96 件となりました。次いで、公園やウォーキン

グコース、野球やサッカーなどの「屋外体育施設」（76 件）、「プール」（58 件）が続き、多様なニー.

ズが伺えます。 

●内訳としては、ジムやウォーキングコース、プールなど、個人で利用できる体育施設に関する回答（142

件）が多くなりました。屋内体育施設、プールについては、夜間の利用や、料金が安価であること、

雨天や猛暑など天候に影響されず気軽に利用できることについての意見が多く寄せられました。 

●チームスポーツに関する回答（88 件）には、野球、サッカー、バスケットボール等多目的に使用でき

る施設に関する意見が多かったことから、多目的に利用ができる施設が求められていることがわかり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体 20歳代未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代以上 不明

96 2 6 12 20 23 10 22 1

個人スポーツ

（ジム、トレーニング室など）
57 1 3 8 14 14 6 11 0

チームスポーツ

（体育館など）
39 1 3 4 6 9 4 11 1

76 1 6 9 19 13 9 19 0

個人スポーツ

（公園、ウォーキングコースなど）
27 0 4 3 3 3 5 9 0

チームスポーツ

（グラウンド、球技場など）
49 1 2 6 16 10 4 10 0

58 2 4 6 15 12 12 7 0

17 0 0 1 1 4 7 4 0

この他にも武道場、サーキット場などの多様な意見、サガン鳥栖や久光スプリングスへの支援など、設問内容以外の回答もありました。

現状の体育施設で充足している

屋内体育施設

屋外体育施設

プール
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第３章 調査票 
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